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建設市場の労働人口不足と建設業のDX

労働人口の不足 建設業のデジタルトランスフォーメーション

建設労働者の減少、コロナ禍の安全性向上のために、デジタル化・ビジネス変革が必要



3

Smart Constructionとは？
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位置情報について

高精度センサ付
油圧シリンダー

RTK補正情報サービス

GNSS(GPS等）

電子基準点 ローカル基地局

GNSSの誤差をRTK補正（※）し、3次元データで施工

IMU（慣性計測）センサ

GNSSアンテナ

ICT建機の開発

2013年世界初IMCブルドーザ
2014年世界初IMC油圧ショベル

※衛星から提供される緯度・経度・楕円体高の座標要素を工事基準点で使用されている平面直角座標系に
変換する必要があり、建設現場ではRTK方式が一般的
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市場導入後に直面した課題

手
段

時
間

数千点を1週間で計測 数百万点を15分で計測

精
度

土
量

14,100㎥ 17,600㎥

【自動車専用道路の路床工事】

掘る
積む

従来建機

（1台）

盛る
ブルドーザ

（1台）

運ぶ
10tダンプ

（15台）

転圧
振動ローラ

（1台）

法面

従来建機

（1台）

前後工程にボトルネックが発生し、
生産性が上がらない

工事工程 1日当たりの施工土量

施工する土量が正確に解らないため
正確な施工計画が作成できない

従来の測量 ドローン測量

ICT施工により、人員削減
と燃料コスト削減については
実現できたが、他工程にボ
トルネックが発生し、工事の
生産性には変化が無かった。

ICT建機のみでは工事
全体の生産性向上は
見込めない

より正確な施工計画のためには
精度の高い現況測量が重要

U
P

光学測量機器 ドローン
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いくつかの部分最適から気づいた課題

計画 設計 施工
(着手前）

施 工 施工
(完成時）

維持管理

お客様のオペレーション”コト”

・現況測量
・細部設計
・施工計画作成

・施工計画
（変更・更新）
・施工管理
（出来形/高・品質）
・現場管理
・安全管理

・完成検査
・施工実績
（出来形・品質）
・納品図書

・施工時情報参照
（面出来形・品質）
・点検/補修
・施設更新

・事業立案 ・現地調査、測量
・構造計算、解析
・概算コスト
・数量産出

掘
削

積
込

運
土

盛
土

転
圧

法
面

舗
装

ICT建機
施工

ICTブルドーザ ICT油圧ショベル

ダントツ
商品

ダントツ
サービス

お客様の”コト”を最適化
ダントツソリューション

建設生産プロセス

コマツ提供する
”モノ”と“モノの機能”

ICT建機
施工

コマツが関与するのは、一部のプロセスのみの部分最適

新しいフォルダ/iMC_日本語版_0418.wmv
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Smart Constructionの開始

人手で測量
設計図から
土量算出 丁張りに合わせて施工

書類による
納品

各
プ
ロ
セ
ス
の

デ
ジ
タ
ル
化

3DMC建機 エッジボックス 3DMG建機 ドローンCADソフト

施工前測量 設計施工計画 検査納品施 工

ドローン

施工のデジタルトランスフォーメーションが起こる

各プロセスの最初から最後まで 施工全工程をデジタルでつなぐ『横のデジタル化』

人手で測量
出来形管理
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DX Smart Constructionのデジタル施工
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デジタルツイン施工とは

DXスマコンを実践するにあたり、まず最初に実際の現場の詳細なコピーを仮想空間に再現する、デ
ジタル現場（デジタルツイン）を作成するところから始まります。

「リアルの現場・デジタルの現場」を同期させながら施工の最適化が可能

→工事全体の安全性・生産性・環境適応性を飛躍的に向上

■「デジタルツイン」とは

『リアル』の現場(現実の世界)

『デジタルツイン』(3DCADの世界)

計画

実行結果の
チェック

改善策検討
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DX Smart Constructionの提供するデバイス／アプリ

VR 遠隔から実物大の
現場を確認

■Digital Transformation Smart Constructionデバイス/アプリ一覧
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地形の3次元化（デジタル化）
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地形の3次元化（デジタル化）

出来形合否判定総括表
(SC Dashboard機能)

精度確認試験結果報告書

国交省の要領に沿った報告書を自動で作成可能です。
資料の作成時間や作成時の記載ミスを大幅に減らすことが可能。

取得した3次元点群データはクラウドに自動アップロードされます。
アップロードされたデータは弊社各種アプリで利用可能です。

■アプリ連携により実現する機能の一例
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地形の3次元化（デジタル化）

■モバイルSfMアプリ

＜モバイルSfMアプリ導入の背景>
現在、ICT施工の広がりにより建設現場の点群化の必要性が増加している。
ただ、ドローン・LSでは機材の準備や専門知識が求められ、誰でも簡単に短時間で作業を行うこと
ができない

モバイルSfMアプリの場合、機材の準備・専門的知識をほとんど必要としないという点で、ドローン・
LSの利用が難しい現場において低予算・低工数でのICT施工の拡大を見込むことができる。
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従来の建機をICT建機にする

従来機

国内で稼働する油圧ショベル

約98%

ICT機* 約2%

ICT機能*の拡大促進

*ICT化、ICT機およびICT機能とは、国交省が推進する「i-Construction」
のICT活用工事でICT建機として定義されている、３Ｄマシンガイダンス(3D-
MG)および、３Ｄマシンコントロール(3D-MC)機能搭載した建機、機能となり
ます。

既に稼働している建機へのICT機能提供

既稼働建機のICT*化促進
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従来の建機をICT建機にする

本キットは既存の 車両にICT 機能を提供するための後付けキットです。
本キットを搭載することで以下の機能が利用可能になり、従来型建機でも ICT 施工が可能となります。

●3D-マシンガイダンス機能
マルチGNSS により機械の位置情報を取得し、施工箇所の設計データと
バケット刃先位置との差分を運転席のタブレット端末へ提供する機能

●3D 施工履歴データ取得機能
●ペイロードメータ（オプション）

油圧ショベルのバケットで積み込む土の重量を計測する機能

車体IMU
車体姿勢計測

GNSS
コントローラ
GNSS受信機・コントローラ

電源
車体バッテリー

・バケットIMU ・GNSSコントローラ
・アームIMU ・ハーネス
・ブームIMU ・その他、取り付けブラケットなど
・車体IMU ・圧力センサ（2個）（オプション）
・GNSSアンテナ（2個）

GNSSコントローラと
タブレット端末は

Wi-Fiルータを経由して通信
（無線）

Wi-Fi

GNSS補正情報
（NTTドコモ）

Wi-Fi

SMARTCONSTRUCTION Pilot
マシンガイダンス

ペイロード

携帯電話網
SIM（セット付属はソフトバンク）

姿勢計算

ガイダンス画面表

示

ペイロード情報表

示

3D設計データ
稼働データ

Wi-Fi
ルータ

タブレット端末

GNSSアンテナ
方位角計測

位置計測

バケットIMU
バケット角度計測

アームIMU
アーム角度計測

ブームIMU
ブーム角度計測

＋ ‐

圧力センサ
保持圧

ブーム角度

アーム角度
バケット角

度

方位角

位置

保持圧

刃先
位置

作業機姿勢
＋

車体姿勢

アンテナ
位置

車体
中心

※4つのIMUは互換性なし
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従来の建機をICT建機にする

■Smart Construction Retrofitによるマシンガイダンス（MG）
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従来の建機をICT建機にする

■Asbuilt（ICT建機／SC Retrofit）
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計画・作業の見える化

■SC Dashboard

日々刻々と変わる現場に対し、測量・設計・施工履歴等、様々なデータを集約して3次元ビューア
で可視化します。
施工管理に必要な情報（土量、面積、距離等）を計測し、今後の工事の方針を決める根拠とし、
現場関係者に周知したい内容は注釈機能ですぐさま共有し、施工前~施工後まで施工管理をサ
ポートします。

3D Viewer
3Dで現場をPC上にリアルに再現

サイドパネル

・データレイヤー
・計測
・各種設定 等々

目的に応じて
切り替えて使用

グラフ・チャートタブ
・タイムライン： インポートしたデータの推移を３Dビューワーに表示
・進捗率： 現場全体の施工進捗を表示
・日時進捗チャート： 過去に遡ってその日の日当たり施工量を表示
・作業範囲: 任意のエリア（工区別、測点別）等の施工進捗を表示

主な機能

全体計算
設計範囲全ての部分で土量、施工進捗等、

様々な計測ができる。

多角形
任意のエリアで土量や面積等、様々な計測ができる。
何か範囲の指示を行いたい場合の注釈機能としても
利活用可能。

線
任意に線を引く機能で、
注釈としてダンプの運行経路を示したり、
計測として距離や横断形状など様々な計測ができる。

マーキング
ピンを打ち込みマーキングし、
その箇所の高さ、勾配、標高変化推移を計測ができる。

文字入力
3DViwer上に自由に文字を入力できる。
作業指示や安全指示に利利活用可能。

矢印
3DViwer上に自由に矢印を入力できる。
運搬経路や施工手順等、方向指示に利活用可能。
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計画・作業の見える化

計
測
機
能

■土量算出 動画
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3次元モデルを利用した施工計画

■SC Simulation：高速道路工事

すれ違い不可、ダンプ台数の増加による滞留の影響を施工前に把握した
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現場導入事例

【制約条件】

“渋滞ポイント”が多い
例）積込場周辺＞スクールゾーン

盛土場周辺＞橋周辺

積込場

盛土場（現場）

・D37PXi×１台（敷均し）
・D61PX×１台（締固め）

【盛土場（現場）】
盛土数量：16,000m3

【運搬】
場外時速；23km/ｈ
場内時速；15km/h

10tダンプ×20台（当初計画）

【積込場】

・PC200 ×１台（掘削）
・PC200 ×１台（積込）

【条件】
・作業期間： 2020年11月24日

~2020年12月18日
・積込時間： 7:30~15:30
・休憩時間： 12:00~13:00
・休工曜日： 土日

盛土のための土運搬ルート
荷下ろし場（現場）~積込場（土取り場）18km
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現場導入事例

SC Simulation結果

種 類 項 目 当初計画 シミュレーション結果

ダンプ
台数 20台 30台

稼働率（台） 99% 97%

土量（台） 29㎥ 29㎥

周回数（台） 6周 6周

ショベル 稼働率 57% 68%

土量 522㎥/日 758㎥/日

工 期 2021年1月14日 2020年12月18日

SC Fleetから実際の走行履歴から平均時速とサイクルタイム（往復時間）を取得し反映

（12月末まで間に合わず）
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現場導入事例

【ダンプの動きを作業開始から終了までを確認】
アニメーションからダンプが滞留せずに運行できていることが把握できる

【シミュレーション結果のアニメーション】

シミュレーションでの計画通り、30台にて実施した結果、
2020年12月18日に盛土終了
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建設機械の自動化・遠隔化

無人ダンプトラック運行システム
（Autonomous Haulage System)

2008年に市場導入、世界4か国、19鉱山で
500台超稼働
有人稼働と比較して15%超のコスト削減効果

ブルドーザ・油圧ショベルの遠隔化

コマツ中期経営計画で掲げるダントツ商品：
自動化、自律化、電動化、遠隔操作化

技術的には実現可能、顧客現場への試験
導入準備中
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ご清聴ありがとうございました。




